
令和 8 年度 通信教育実施計画

指

導

目

標

R ☐

回 提出期限

1
佐・月 10/21

唐        10/28

2
佐・月 11/25

唐        12/  2

3
佐・月 11/25

唐        12/  2

4
佐・月 12/16

唐        12/23

5
佐・月 12/16

唐        12/23

6
佐・月 1/  6

唐        1/27

　社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会

の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

教科 科目 単位数

公民科 政治・経済(後期) 2

履修上の留意点

「公共」履修後に履修できる

教科書 副教材等 添削指導 面接指導

実教出版「最新政治・経済」 ６回 最低　４時間

メディア視聴減免実施の有無 実施している 実施していない

メディア減免 視聴メディア及び視聴日程 メディア減免報告課題提出締切

◆国際政治の動向と課題

◆国際経済理論

◆国際経済の動向と課題

◆SDGｓの実現に向けて

NHK高校講座「政治・経済」全42回(NHKライブラリーも利用)のう

ち指定する番組を継続視聴することで、面接時数１時間を減免する
10/30,11/30,12/23

リポート（学習報告書）

学習内容

◆現代国家と民主政治

　民主政治と法、民主政治の基本原理　　　民主政治のしくみと課題

　世界の主な政治制度

◆日本国憲法と基本的人権

　日本国憲法の成立、日本国憲法の基本原理、基本的人権、平和主義

◆日本の政治制度と政治参加

　政治機構、地方自治と住民福祉、

　政党政治、選挙制度、世論と政治参加

◆現代の経済社会

　経済活動の意義、経済社会の変容、経済主体と市場、経済政党と国民の福祉、金融

◆現代の経済社会

　財政、日本の財政の課題

◆現代の日本経済と福祉の向上

　日本経済の成長と課題

◆現代の日本経済と福祉の向上

　中小企業と農業、消費者問題、公害防止と環境保全、労働問題と労働者の権利

　社会保障の役割と課題

◆日本経済のあゆみとこれから



月 実施日

10

佐賀 10/  4

唐津 10/11

月曜 10/  5

11

佐賀 11/  8

唐津 11/15

月曜 11 / 9

12

佐賀 11/29

唐津 12/  6

月曜 11/30

1

佐賀 12/20

唐津   1/10

月曜 12/21

2

佐賀  1/24

唐津  1/31

月曜  1/25

前・後期 実施日

後期

佐賀  1/24

唐津  1/31

月曜  1/25

回 提出期限

1 10月30日

2 11月30日

3 12月23日

スクーリング（面接指導）

学習内容

◆現代国家と民主政治

　民主政治と法、民主政治の基本原理　　　民主政治のしくみと課題

　世界の主な政治制度

◆日本国憲法と基本的人権

　日本国憲法の成立、日本国憲法の基本原理、基本的人権、平和主義

試験

試験範囲

レポート:第1回～第6回

学習の成果に係る評価及び単位の修得の認定に当たっての基準

◆日本の政治制度と政治参加

　政治機構、地方自治と住民福祉、

　政党政治、選挙制度、世論と政治参加

◆現代の経済社会

　経済活動の意義、経済社会の変容、経済主体と市場、経済政党と国民の福祉、金融

NHK高校講座　第38回グローバル化する世界経済、第39回地球環境問題 資源・エネルギー問題、

第41回グローバル化にともなう社会変容

NHK高校講座　第14回現代の資本主義、第15回経済主体と経済、第16回市場経済の機能と限界

その他

テストの結果によっては課題を課す場合がある。成果不十分の場合は履修のみ認定の場合がある。

放送視聴

学習内容

NHK高校講座　第2回民主政治の成立 法と民主政治、第3回基本的人権の確立 現代の民主政治、

第4回日本国憲法の制定

学習成績の評価は、「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体的に学習に取り組む態度」の３観点ご

とに３段階法（Ａ～Ｃ）で行う。ただし、年度末においては５段階法（５～１）でも評価（評定）を行う。

評価はリポート、面接指導（スクーリング）時の活動状況、テストを用いて行う。

観点別評価で「C,C,C」（評定１）の場合は、単位の修得を認定せず、履修のみ認定する。

◆現代の経済社会

　財政、日本の財政の課題

◆現代の日本経済と福祉の向上

　日本経済の成長と課題

◆現代の日本経済と福祉の向上

　中小企業と農業、消費者問題、　公害防止と環境保全、労働問題と労働者の権利

　社会保障の役割と課題

◆日本経済のあゆみとこれから

◆国際政治の動向と課題

◆国際経済理論

◆国際経済の動向と課題

◆SDGｓの実現に向けて

全範囲の要点整理


